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奨励金選考委員　13氏に委嘱

　大阪対がん協会（今岡真義会長）は 10 月 24 日、大阪市北区中之島の大阪大学中之島センターで理事会を開き、
平成 23 年度がん研究助成奨励金の贈呈規定、選考委員などを決めました。12 月 15 日まで募集、年明けの平成
24 年２月７日までに採点。同 17 日に選考委員会を開き、受賞者を決めます。贈呈式は３月 13 日を予定してい
ます。
　がん研究助成奨励金は、がんの予防と治療に役立つ研究や取り組みに従事している個人またはグループを助
成・奨励するもので、今回が 52 回目。若手育成を目的としており、応募資格は満 40 歳未満の研究者、医療従事
者に限っています。今年度は「基礎」「臨床及び疫学」「看護等」の３部門で計 15 人の受賞者を選び、各 30 万円
を贈ります。
　選考委員は 13 人で、専門分野別に「基礎」が５人、「臨床及び疫学」が５人、「看護等」が３人。委員の採点
結果をもとに、選考委員会で審査します。協会長の今岡真義ＮＴＴ西日本大阪病院長・大阪府立成人病センター
名誉総長が選考委員長を務めます。
　応募は原則として医学関連機関から推薦された研究とし、受賞は２回まで。応募は協会所定の記入用紙を使い、
①推薦者の氏名、職名、所在地を記入②研究内容によって基礎、臨床、疫学、看護等の別を明記③研究の題目、
目的、特異性や新開拓面、進捗状況などの概略を記入していただきます。

がん研究助成奨励金 今年度は15人に贈呈

【基礎】

鏡山　博行　　大阪医科大学名誉教授
加藤　菊也　　大阪府立成人病センター研究所長
北村　幸彦　　大阪大学名誉教授
螺良　愛郎　　関西医科大学教授
米田　悦啓　　 大阪大学大学院医学系研究科長・

医学部長
【臨床及び疫学】

木下　博明　　大阪市立大学名誉教授
小山　博記　　大阪府立成人病センター名誉総長

塩﨑　　均　　 近畿大学医学部長
津熊　秀明　　 大阪府立成人病センターがん予防情

報センター長
門奈　丈之　　大阪市立大学名誉教授

【看護等】

阿曽　洋子　　大阪大学大学院医学系研究科教授
今中　基晴　　大阪市立大学大学院看護学科研究科長
田中　京子　　大阪府立大学看護学部教授
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９月は「がん征圧月間」、10月は「ピンクリボン月間」の名称が定着し、この秋もがん関連の啓発イベントが

各地で催されました。大阪対がん協会も「主催」「共催」や「後援」の形で各種の行事に協力しました。

《主催・共催》
☆がん予防キャンペーン大阪2011
　10月９日、御堂会館大ホールであり、約600人が来

場しました。大阪対がん協会を含む11団体が実行委員
会をつくって年１回開催しています。今年のテーマは
「大腸がん」。日本センチュリー交響楽団のフルート
四重奏に続き、近畿大学医学部の奥野清隆教授による
講演、俳優で大腸がんの手術を経験した黒沢年雄さん
を交えた特別対談＝写真上＝で、検診による早期発見
の大切さなどが語られました。

☆シンポジウム
　「がんのピアサポートってなに？」

　10月23日、府立
成人病センター
講堂で開かれ、
医療機関や自治
体の相談担当者、
患者団体などか
ら約80人が参加

しました＝写真左下。がん総合相談に関する研修プロ
グラム策定をめざしたシンポジウムで、日本対がん協
会と大阪対がん協会が主催。東京と大阪の２会場が映
像で結ばれ、大阪会場の参加者は、東京会場（参加者
約160人）での講演とシンポジウムの映像を見ながら、
質疑応答に加わりました。

☆なんでもがんでも情報は力！展
　12月３日、大阪健康科学センターで開催。漫才師オ
ール巨人さんが肝炎体験についてトーク、医師による
がん相談、患者団体や協賛企業によるブース展示な
ど。大阪対がん協会は、マンモグラフィ検診無料クー
ポン券を抽選で20枚、参加者にプレゼントしました。

☆市民公開講座
「がんになる前にがんを知る」
　12月18日、大阪国際会議場で開催。乳がん、甲状腺
がん、婦人科がん、放射線治療についての専門医の講
演と「再発」をテーマにしたパネルディスカッション
が行われました。

☆成人病公開講座
　９月13日の第53回講座は「体にやさしい最近の高精
度放射線治療」、11月22日の第54回講座は「進行度に
応じた質の高い大腸がん治療」がテーマ。いずれも府
立成人病センターの講堂で開かれ、最前線で活躍する
医師が講師を務めました。

《後援》
○大阪ピンクリボンキャンペーン2011（10月21日・大阪アメニティパーク）　乳がん検診、トークショーなど
○ピンクリボン大阪2011（10月23日・りんくうパピリオほか）　乳がん・子宮頸がん検診、音楽・お笑いショーなど
○肺がんフォーラムｉｎ大阪（11月５日・中央公会堂）　肺がん診療に関する講演とパネルディスカッション
○ＮＰＯ法人キャリアスイッチがんセミナー（11月12日・ドーンセンター）　がんの疼痛緩和に関する講演
○泉州がん拠点病院合同講演会（11月19日・市立岸和田市民病院）　麻酔科医師の講演と落語会
○朗読劇「兄のランドセル」（12月15日・ドーンセンター）　がんと闘った政治家山本孝史の評伝の朗読劇と対談

この秋の啓発イベントこの秋の啓発イベント　～各地で多彩な催し～
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国際的ながん撲滅チャリティーイベントのリレー・
フォー・ライフ（RFL）が2012年秋、大阪府内で初め
て開催される見通しとなりました。がん患者・家族・
遺族、その支援者らがチームをつくり、一昼夜グラウ

●226人が応募 ―― マンモ検診無料券プレゼント第２弾
40歳以上の方が乳がんのマンモグラフィ検診を無料で受けられるクーポン券のプレゼント企画第２弾を実施

しました。９月半ばから10月15日まで約１カ月応募を受け付け、100人の募集に対し226人から応募がありました。
協会事務局で厳正抽選し、当選者にクーポン券をお送りしました。クーポン券は、公益財団法人日本対がん協会
が2011年度に発行した中から大阪対がん協会に提供されたものです。６月に募集した際の応募者は66人で、今回
の応募者は３倍以上に上りました。

　大阪対がん協会の活動資金は、対がん運動にご賛同いただく皆さんからの尊いご寄付や会費に頼っています。
活動推進のため、維持会員としてご支援いただける個人の方、あるいは法人（特別）会員としてご協力いただけ
る企業、団体を、「会員紹介はがき」でご紹介ください。電話、ファクス、メールでのご紹介も歓迎します。また、
ご寄付を希望される方もご紹介ください。ご寄付は、遺贈をはじめ、「香典返しに代えて」「快気祝い」「還暦・
古希の記念に」などです。よろしくお願いします。

　《会員の主な特典》
○がん検診サービス券…がん検診を受診した会員に千円分を補てんするサービス券を発行します。
○法人特別会員…年会費３万円以上で募集。法人会員相談や講師斡旋、検診サービス券を10枚発行します。
○メルマガ・会報…メールマガジンの配信、協会報の配布により、きめ細かく情報を提供します。
○お名前を新聞掲載…５千円以上の会費か寄付をいただいた方を朝日新聞地域面に掲載します。
○税控除の特典…寄付が２千円を超すと所得税の「寄付金控除」の対象になります。
※入会・ご寄付についての詳細は、協会事務局へお問い合わせください。

リレー・フォー・ライフリレー・フォー・ライフ　～来秋、大阪で初の開催へ～
ンドを歩き続けながら、募金を集め、がん征圧への願
いを新たに絆を深め合うイベントです。

1985年にアメリカで始まり、日本では2006年から
公益財団法人日本対がん協会が主催し、全国各地で開
催の輪が広がっています。関西では07年から兵庫県芦
屋市で毎年開かれ＝写真左、今年は京都府亀岡市でも
初めて行われました。

貝塚市・二色の浜公園で　９／22・23
大阪府では未開催のため、患者団体の有志らが会

場確保などの準備を進めてきました。このほど貝塚市
の二色の浜公園で2012年９月22、23日に開催できる見
通しとなり、12月18日に大阪市内で第１回実行委員会
が開かれました。大阪対がん協会はRFL大阪 ｉｎ 貝塚
を「後援」し、大阪で初の開催に協力していきます。

会 員 募 集 中
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来春のがん検診  ４月・５月に実施来春のがん検診  ４月・５月に実施

２月20日（月）から受け付け
□ 検診機関　大阪がん予防検診センター

〒536-8588　大阪市城東区森之宮１丁目６−107　
□ 検診期間　４月２日（月）から５月31日（木）まで
□ 申込期間　２月20日（月）から３月16日（金）まで
□ 検診項目　

　胃　　 Ｘ線直接撮影（7,507円）
検査を受ける方は、前夜の夕食を午後10時までにおとりください
お水・お茶は就寝前までかまいません
検査当日は、午前７時までにコップ１杯程度の水（約200ml）を飲んでください。
また、朝から禁煙してください

　肺　　 Ｘ線直接撮影（3,045円）　喀痰細胞診（2,940円）
　　　　 胸部ヘリカルＣＴ（8,452円）

※胸部ヘルカリCT：従来の胸部X線撮影では発見されにくい小さな病変を発見できます

乳　腺　 視触診＋マンモグラフィー（5,040円）
※マンモグラフィー：内外斜位方向撮影や頭尾方向撮影を用いるので、視触診ではわ
　からない早期がんの発見に役立ちます

子　宮　 子宮がんを主とする細胞診
頸部（4,935円）　頸部＋体部（7,770円）

大　腸　 免疫学的便潜血検査（1,260円）
申し込み受付後、採便キットを郵送させていただきますので、採便後、大阪がん予防
検診センターまでお持ちください。

※前立腺がんの検査もできます（2,940円）。同時に申し込んでください

２月20日（月）からの受付を厳守してください

大阪がん予防検診センター（予約センター）電話 06-6969-6712
　　受付曜日：月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　受付時間：10時～ 12時　13時～ 16時
　  ※「大阪対がん協会の、がん検診希望」といってお申し込みください
　  　後日、ご自宅に受診票が届きます

検診の申し込みは　電話で

〔会員特典〕�上記検診の領収書（コピーでも可）に、４月下旬ごろお送りする「がん検診サービス券」を付けて、
大阪対がん協会にお送りいただくと、1,000円相当の買い物ができるクオカードをお送りします。


